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下 監 第 1 8 号 

令和２年３月31日 

 

 

下田市長 福 井 祐 輔  様 

 

 

下田市代表監査委員 鈴 木 貞 雄 

 

 

財政援助団体等に係る監査結果報告書 

 

 地方自治法第199条第７項の規定に基づき財政援助団体に係る監査を実施したので、

その結果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 
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１ 監査の種別  

財政援助団体に係る監査 

 

２ 監査の期間  

令和元年５月22日から令和元年6月５日まで 

 

３ 監査の対象  

(1)  一般社団法人下田市観光協会 

・ 下田市観光協会補助金 

(2)  株式会社南伊豆東海バス 

・ 下田市自主運行バス事業補助金 

・ 継続困難バス事業補助金 

・ 順天堂大学医学部附属静岡病院への通院等直通バス運行事業補助金 

  ※市単独補助のうち、100万円以上の補助金を交付している団体から抽出した。 

 

４ 監査の範囲  

平成30年度の財政援助に係る出納及び事務事業の執行状況 

 

５ 監査の方法  

事前審査を実施した上で、所属長及び関係職員から提出資料に基づく説明を聴取し、補

助金の交付目的に沿って出納及び事務事業が適正に執行されているか監査した。 

 

６ 概要及び監査の結果 

    次のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(注) 

１ 文中の率については、原則として小数点以下第２位を「四捨五入」とし、構成比率においては合計が100

となるよう一部調整してある。また、収入率及び執行率は例外的に99.95％以上100.00％未満の場合

は99.9％、100.00％を超え100.05％未満の場合は100.1％としてある。なお、△印については「マイナス」

の表示である。 

２ 各表中の率で「0.0」と表示しているものは当該数値があるが、表示単位未満のものである。 

３ 年号表示のないものは「平成」である。
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１ 一般社団法人下田市観光協会 

  

(1) 組織の概要 （平成31年3月末現在） 

設 立 目 的：下田市及び南伊豆地域の観光事業の振興を図り、内外観光

        客の誘致に努力し、地域の生活、文化及び経済の向上発展

        に寄与する 

設立年月日：平成23年３月29日（一般社団法人設立） 

会 員 数：304団体 

職 員 数：事務局13名  

 

(2) 補助金の交付状況 

  所 管 課：観光交流課 

  支出の根拠：「下田市負担金補助及交付金に関する規則」 

  決算状況：                    （単位：円） 

 

(3) 交付目的及び事業実績 

  ア 下田市観光協会補助金  

総事業費　A 市補助金額　B

ア　下田市観光協会補助金 53,790,561 32,000,000 59.5

イ　下田市観光協会補助金
　　（外国人案内分）

2,400,550 2,400,000 99.9

ウ　下田市観光協会補助金
　　（OTA等広報分）

3,000,000 3,000,000 100.0

エ　下田市観光協会補助金
　　（ビジットジャパン出展分）

300,000 300,000 100.0

オ　下田市観光協会補助金
　（ビーチライブカメラ設置分）

4,382,662 4,313,000 98.4

補助金の名称
H30 （参考）

補助率（B／A）

交付目的

鉄道会社や旅行代理店と首都圏駅構内において共同宣伝プロモーション、マ
スコミに対して取材協力の誘致により、下田への観光客の誘客を図るための
事業に対し、補助するもの。また、観光イベントのきんめ祭り、あじさい
祭、水仙まつり、お吉まつり開催のために補助するもの

主な事業

・行事開催（黒船祭、きんめ祭り、あじさい祭、水仙まつり等）
・あじさい祭・きんめ祭りに合わせ団体臨時列車の運行
　6/16,17に実施し、来客数233名
・静岡デスティネーションキャンペーン用企画
　あじさいテラス、あじさいカフェの整備運営、ウォーキングマップ作成
・下田HAPPYプロジェクト
　30カラーズのモニターツアーの実施、パンフレット作成
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  イ 下田市観光協会補助金（外国人案内分） 

 

  ウ 下田市観光協会補助金（OTA等広報分） 

 

  エ 下田市観光協会補助金（ビジットジャパン出展分） 

  

  オ 下田市観光協会補助金（ビーチライブカメラ設置分） 

 

 

(4) 監査の結果 

交付関係書類、決算書及び関係諸帳簿等を審査した結果、市補助金の

執行手順に沿わない執行が見られたが、補助金の交付目的に沿った執

行はおおむねなされていた。  

実績報告書と決算書に不明瞭な点が見受けられたため、明瞭な補助金

関係書類となるよう所管課及び団体に対し改善を要請した。  

交付目的
市内４海水浴場にビーチライブカメラを設置し、下田市が誇る美しいビーチ
をライブ放映にて世界中に情報発信するとともに、安心・安全に海を楽しん
でもらうため、リアルタイムで遊泳情報を発信する事業に対し補助するもの

主な事業
市内4カ所（白浜大浜、白浜中央、外浦、田牛）の海水浴場に定点ライブカ
メラを設置し、YouTubeにより配信

交付目的
外国人観光客の受け入れ環境整備を進めるため、下田市観光協会駅前案内所
に英語対応スタッフ１名を配置するための費用に対し補助するもの

主な事業 下田市観光協会駅前案内所において、英語対応スタッフ1名を月22日間配置

交付目的
個人旅行において、オンライン・トラベル・エージェント（OTA）の重要性
が高まっていることから、OTAを活用した観光プロモーションの実施に対し
て補助するもの

主な事業
5月から12月の間、リクルートじゃらんの情報誌、ホームページ、アプリに
より下田の旬の観光情報を提供

交付目的
日本政府観光局が開催する日本最大級のインバウンド商談会（ビジットジャ
パン＆マイス）に下田市ブースを出展し、海外エージェントとの商談を行い
下田市への誘客を図るための事業に対し補助するもの

主な事業
平成30年9月20日、21日に東京ビッグサイトにて開催されたビジットジャパ
ントラベル＆マイスマート2018に下田市ブースを出展
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２ 株式会社南伊豆東海バス 

 

(1) 組織の概要 （平成31年3月末現在） 

設立年月日：平成11年４月１日 

事業内容：一般乗合旅客自動車運送事業、一般貸切旅客自動車運送事業、

一般乗用旅客自動車運送事業、貨物自動車運送事業、旅行業等 

従業員数：55名（代表取締役 内藤昭彦） 

 

(2) 補助金の交付状況 

 ア 下田市自主運行バス事業補助金 

 所 管 課：統合政策課 

支出の根拠：「下田市自主運行バス事業補助金交付要綱」 

        及び「下田市負担金補助及交付金に関する規則」  

 イ 継続困難バス事業補助金 

所 管 課：統合政策課 

支出の根拠：「下田市継続困難バス事業補助金交付要綱」 

        及び「下田市負担金補助及交付金に関する規則」  

 ウ 順天堂大学医学部附属静岡病院への通院等直通バス運行事業補助金 

所 管 課：市民保健課 

支出の根拠：「順天堂大学医学部附属静岡病院への通院等直通バス運行

事業の実施に関する協定書」及び「下田市負担金補助及交

付金に関する規則」  

  決算の状況： 

 

 

 

 

  

   

 

   

 (3) 交付目的及び事業実績 

  ア 下田市自主運行バス事業補助金 

交付目的 市民の生活に必要な交通手段の確保を図るため

主な事業
下田駅・賀茂逆川線、下箕作・賀茂逆川線、下田駅・田牛線の自主運行バス
を運行

総事業費　A 市補助金額　B

ア　下田市自主運行バス事業補助金 6,005,631 4,788,518 79.7

イ　継続困難バス事業補助金 9,826,713 2,550,000 25.9

ウ　順天堂大学医学部附属静岡病院への
通院等直通バス運行事業補助金

10,095,943 577,065 5.7

補助金の名称
H30 （参考）

補助率（B／A）
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 イ 継続困難バス事業補助金 

 

 ウ 順天堂大学医学部附属静岡病院への通院等直通バス運行事業補助金 

 

 

(4) 監査の結果 

交付関係書類、決算書及び関係諸帳簿等を審査した結果、市補助金の

執行は交付目的に沿い、おおむね適正に処理されていると認められた

が、実績報告書と決算書に不明瞭な点が見受けられたため、明瞭な補

助金関係書類となるよう所管課及び団体に対し改善を要請した。  

 

交付目的
市民にとって必要不可欠でありながら、輸送人員が減少し、運行を継続する
ことが困難となっているバス路線または系統を維持するため

主な事業
下田メディカルセンターを起点とし、須崎線、大賀茂線（岩下経由）、大賀
茂線（下田中学校経由）を運行

交付目的
市民が病院への通院・見舞い等で必要となる交通の利便を確保し、市民の福
祉の向上に資するため

主な事業
下賀茂から順天堂大学医学部附属静岡病院までの直通バスを一日一往復運行
運行日数：243日、乗車人数：4,739人


